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（別記第２号様式 道民意見提出手続の意見募集結果） 

北海道交通政策総合指針重点戦略【2026-2030】素案についての意見募集結果 

 令和８年３月 27日  

北海道交通政策総合指針重点戦略【2026-2030】素案について、道民意見提出手続により、道

民の皆様からご意見を募集したところ、14 人（こども 13 人含む）、延べ 19 件（こども 18 件

含む）のご意見が寄せられました。 
  ご意見の要旨及びご意見に対する道の考え方については、次のとおりです。 

 

※「意見に対する道の考え方」のＡ～Ｅの区分は次のとおりです。 

 Ａ 意見を受けて案を修正したもの 

Ｂ 案と意見の趣旨が同様と考えられるもの 

Ｃ 案を修正していないが、今後の施策の進め方等の参考とするもの 

Ｄ 案に取り入れなかったもの 

Ｅ 案の内容についての質問等 

 

意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

北海道新幹線（新函館北斗・札幌間）建設

事業が難工事で、完成・開業時期である 2038

（令和 20）年度末頃を前提、現時点での想定

では最大 1.2 兆円の事業費の増加、のおそれ

があることが見込まれている。 

 新八雲（仮称）、若しくは、長万部、まで

の「早期暫定開業」によって、事業収入を少

しでも確保するべき。 

 現・八雲駅は、乗降客数も割と多い。接続

便は、特急「北斗」を用意する。 

（札幌市） 

「早期暫定開業」については、国の有識者

会議において、工事が難航している札樽トン

ネル・渡島トンネル・羊蹄トンネルの工事完

了時期の差が１年未満に留まると見込まれて

いるほか、全線開業時期がさらに遅れる可能

性が高いなどの課題があるとされています。 

 また、事業費の増加のおそれについては、

速やかな精査や縮減を図るよう国に求めてい

るところであり、いただいたご意見について

は参考とさせていただきます。 

 Ｃ 

 創成川通りは、かなり重要な国道です。な

ので除雪、排雪はかなりしていましたが、高

速道路が作られると、除雪、排雪の回数は減

らされますか。 

（札幌市） 

国道に関するご質問については、北海道開

発局（国土交通省）が道路管理者であるため、

道としてはお答えすることができませんが、

重点戦略では、国や道、市町村などの関係者

が、道路に関し、大雪などの災害に備えて防

災・減災対策に取り組んでいくこととしてい

ます。 

 Ｅ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

 地震などの災害が起こったとき、創成川通

りを先に直しますか、それとも高速道路を直

しますか。 

（札幌市） 

国道に関するご質問については、北海道開

発局（国土交通省）が道路管理者であるため、

道としてはお答えすることができませんが、

重点戦略では、国や道、市町村などの関係者

が、道路に関し、地震などの災害に備えて防

災・減災対策に取り組んでいくこととしてい

ます。 

 Ｅ 

 高速道路の終点を創成川通りにするそうで

すが、創成川通りを使う車と高速道路を出る

車で混雑すると思います。創成川通りの周り

の道路を終点にするのがいいと思います。 

（札幌市） 

重点戦略では、交通事業者などの関係者が

連携して、公共交通機関を、より便利に利用

できるようにすることによって、利用者の増

加を目指すこととしており、こうした取組は、

道路の混雑解消にも関連するものと考えてい

ます。 

 Ｄ 

札幌の中央区は路上駐車が多いので、大き

い駐車場を札幌駅周辺に作り、路上駐車の車

と高速道路を使って来た観光客の車や札幌駅

周辺に買い物に来たお客さんが止められる駐

車場を作るのがいいと思います。1時間で 400

円から 500 円くらいに設定するのがいいと思

います。 

（札幌市） 

重点戦略では、交通事業者などの関係者が

連携して、公共交通機関を、より便利に利用

できるようにすることによって、利用者の増

加をめざすこととしており、こうした取組は、

中心街の路上駐車の減少にも関連するものと

考えています。 

 Ｄ 

北海道は人口が多かったり、気候の変動や

地形の差が大きかったりするため、北海道全

体が同じような公共交通を利用できないこと

もあるので、その地域に合わせた公共交通を

道全体でつくっていけばいいと思う。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携して、地

域に最適な交通ネットワークの構築を進める

こととしており、そうしたことを重点戦略に

も記載しています。 

 Ｂ 

JR などの混雑緩和のため、混雑状況が把握

できるアプリを作り、そのアプリを普及させ

るべきだと思う。理由は混雑状況を把握でき

るようにすることで、ストレスのない移動が

可能になるからだ。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携してＤＸ

や公共交通の利便性向上に取り組むこととし

ており、そうしたことを重点戦略にも記載し

ています。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

私は、体の不自由な人や障害がある人もも

っと公共交通機関を使いやすくする取り組み

をしたほうが良いと思いました。今でも優先

席等があると思うのですが、実際座るべき人

ではない人が座っていたり、優先席を譲らな

い等ということがあるので、優先席以外にも

もう少しこういう方々が気軽に公共交通機関

に乗れるような取り組みをしたほうが良いと

思いました。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携して、施

設や車両のバリアフリー化など公共交通の利

便性向上に向けて取り組むこととしており、

そうしたことを重点戦略にも記載していま

す。 

 Ｂ 

札幌駅などの広い駅では案内板などの内容

がわかりづらく、また人が多く案内板などが

よく見えないことも多くて迷子になりやすい

ため、紙の地図などを配ってほしい。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携して、公

共交通の利便性向上に向けて取り組むことと

しており、そうしたことを重点戦略にも記載

しています。 

 Ｂ 

少子高齢化の進行などにより、運転手にな

る人が減少していると思うので、外国の方も

日本で運転手として働けるように、運転体験

や説明会などの取組を行うのはよいと思う。 

（江別市） 

運転手など運輸人材の確保に向けて、行政

や事業者など関係者が連携して様々な取組を

進めることとしており、そうしたことを重点

戦略にも記載しています。 

 Ｂ 

人口の減少に対応するため AIなどを利用し

て運転などを自動化することや物の配達もド

ローンを使うことがいいと思う。 

（江別市） 

自動運転の更なる普及・拡大などを推進す

るとともに、AI 等を活用したデマンド交通の

導入を進めるほか、物流におけるドローンの

活用など、交通や物流の生産性向上に資する

新たな技術の活用などを進めることとしてお

り、そうしたことを重点戦略にも記載してい

ます。 

 Ｂ 

「交通手段や移動に関するデータを活用す

る取り組み」を積極的に行うことで、どの地

域へ何の公共交通を使っての移動が多いのか

などを把握することができるため、「この地

域への電車での移動が多いから、もっとこの

地域行きの路線を増やす」ことや、「この観

光地への移動が多いから、バスなどの数を時

間帯によって定めて観光地や道路の混雑を防

ぐ」ということが可能になると思います。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携して、地

域に最適な交通ネットワークの構築を進める

ほか、それに必要な正確なモビリティデータ

の整備・活用などを進めることとしており、

そうしたことを重点戦略にも記載していま

す。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

公共交通が使えない、交通空白地域がなく

なるように、その地域への公共交通機関を増

やせば良いと思いますが、バスの運転手さん

などが不足している中で、交通機関を増やす

ことは難しいと思うので、外国人の方も対象

者として含めた、運転の仕事を知ってもらう

ための説明会などを行い、運転手さんを増や

すことで、交通機関の増加にも繋げ、更に人

手不足解消にも繋げていければ良いと考えま

す。 

（江別市） 

運転手など運輸人材の確保に向けて、行政

や事業者など関係者が連携して様々な取組を

進めることとしており、そうしたことを重点

戦略にも記載しています。 

 Ｂ 

北海道新幹線延伸工事が完成することで、

函館方面や本州に行く時間がとても短縮さ

れ、便利になり、観光客の増加による経済効

果が大いに期待できることは間違いない一方

で、工事をするにあたってどうしても懸念が

残ってしまうのが掘削時に出土する有害とさ

れる残土の処理問題で、実際、山口処理場の

近くに住んでいる地域住民からは残土運搬の

中止、受け入れの反対などの声があるのがニ

ュースなどで報道されているとあまり交通に

対して良い気持ちで利用することができなく

なるのではないかと思ったので、そんなニュ

ースが流れないような対応（その地域のこと

を一番よく知っている住民の意見、考えを第

一にした行動）を行って欲しいと思いました。 

（江別市） 

トンネル発生土については、建設を担当す

る鉄道・運輸機構や沿線自治体などとの関係

者間で発生土の受入や管理等についての情報

共有を図るとともに、関係自治体と連携して、

鉄道・運輸機構に対し、地域住民の皆様のご

理解が得られるよう丁寧な対応を行うように

求めるなど、いただいたご意見を参考にして

取り組んでいきます。 

 Ｃ 

もう少し安く、速く、手軽に使えるように

したい 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携して、地

域に最適な交通ネットワークの構築を進める

こととしており、そうしたことを重点戦略に

も記載しています。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

私は、通学や日常生活において、子どもや若

い世代が利用しやすい公共交通を今後も大切

にしてほしいと考えています。 

特に、バスや鉄道の本数が少ない地域におい

ても、学校や病院、買い物などに支障なく移

動できる交通手段を維持してほしいです。 

将来、私たちが大人になったときにも、安心

して利用できる公共交通が残されることを希

望します。 

公共交通が減少すると、自動車を利用できな

い人や高齢者、子どもにとって移動が難しく

なると感じています。 

実際に、駅までの移動に不便さを感じること

があります。 

また、交通は観光客だけでなく、地域で生活

する人々にとっても欠かせないものです。 

早い段階から交通環境を維持・改善していく

ことで、将来の北海道がより暮らしやすい地

域になると考えています。 

（江別市） 

 

交通事業者や地域の関係者が連携して、地

域に最適な交通ネットワークの構築を進める

ほか、地域交通を持続的に確保していくため、

新たな地域交通支援制度の検討・構築を進め

ることとしており、そうしたことを重点戦略

にも記載しています。 

 Ｂ 

スマートフォンを活用した時刻表の確認や乗

り換え案内など、若い世代にとって利用しや

すい仕組みをさらに進めてほしいと考えま

す。 

（江別市） 

交通事業者や地域の関係者が連携してＤＸ

や公共交通の利便性向上に取り組むこととし

ており、そうしたことを重点戦略にも記載し

ています。 

 Ｂ 

地域社会を支える誰にでも優しい交通の実現

には、十分な人手を確保することが大切だと

おもうので、働き手に優しい環境を作ること

が重要だと思います。具体的には、給与を高

くしたり、公共交通機関を利用するひとを増

やす取り組みをするなどです。 

働き手が増えれば、地方の公共交通機関を発

達させたり、収益の増加にもつながります。 

なので、人に優しい環境を整えればいいと思

いました。 

（江別市） 

運転手など運輸人材の確保に向けて、行政

や事業者など関係者が連携して様々な取組を

進めることとしており、そうしたことを重点

戦略にも記載しています。 

 Ｂ 
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意 見 の 概 要 意見に対する道の考え方※ 

駅を大きくしてほしい 

（江別市） 

 

交通事業者や地域の関係者が連携して、公

共交通の利便性向上に向けて取り組むことと

しております。 

今後、いただいたご意見を参考にして取り

組んでいきます。 

 Ｃ 

 

なお、「道民意見提出手続の意見募集結果（こどもの意見）」の選択式設問に対する意見募集

結果は、別紙様式２をご確認ください。 

 
   
 

問い合わせ先 

総合政策部交通政策局交通企画課 

 電話 011-204-5893 

 


